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１　

日
本
文
学
・
一
〇
選
（
そ
の
５
）

（
９
）
折
口
信
夫
『
水
の
女
』

折
口
信
夫
（
１
８
８
７
～
１
９
５
３
）
は
、
国
文
学

者
で
あ
り
、
歌
人
（
釈
し
ゃ
く

迢ち
ょ
う

空く
う

）
で
も
あ
る
。
文
学
者

と
い
っ
て
も
、古
代
日
本
に
関
す
る
民
俗
学
者
で
あ
る
。

前
節
で
、「
柳
田
国
男
」
を
取
り
上
げ
た
延
長
で
、
古

代
に
お
け
る
「
水
」
の
意
味
す
る
こ
と
の
研
究
と
い
う

観
点
か
ら
見
過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
い
論
文
を
発
表
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、強
い
て
取
り
上
げ
る
も
の
で
あ
る
。

折
口
信
夫
（
戸
籍
上
は
「
し
の
ぶ
」
で
あ
る
が
、
家

族
は
「
の
ぶ
を
」
と
呼
ん
で
い
た
）
は
、明
治
20
年
（
１

８
８
７
）
に
、
大
阪
・
浪
速
で
出
生
す
る
が
、
幼
時
に

奈
良
・
生
駒
へ
里
子
と
し
て
出
さ
れ
た
経
験
を
持
っ
て

い
る
。
幼
稚
園
に
通
う
頃（
４
歳
頃
）か
ら
大
阪
に
戻
っ

た
よ
う
で
あ
る
が
、
少
年
期
か
ら
青
年
期
に
古
事
記
や

万
葉
集
な
ど
の
古
代
文
学
や
そ
の
故
郷
に
興
味
を
抱
い

た
と
い
う
。
国
学
院
大
学
で
、
古
代
研
究
を
学
ん
だ
。

卒
業
後
、
大
阪
に
戻
り
教
員
を
す
る
一
方
、
和
歌
を
詠

ん
で
い
た
。
大
正
４
年
（
１
９
１
５
）
に
上
京
し
、
柳

田
国
男
、
ニ
コ
ラ
イ
・
ネ
フ
ス
キ
ー
（
ロ
シ
ア
人
の
日

本
古
代
民
俗
の
研
究
者
）、
金
田
一
京
助
（
ア
イ
ヌ
研

究
者
）、
ア
ラ
ラ
ギ
派
の
メ
ン
バ
ー
（
創
始
者
の
伊
藤

左
千
夫
や
そ
の
弟
子
の
斉
藤
茂
吉
、
土
屋
文
明
等
）
を

知
る
。「
ア
ラ
ラ
ギ
」
等
に
古
代
文
学
の
研
究
成
果
や

短
歌
を
精
力
的
に
発
表
し
た
。
大
正
８
年（
１
９
１
９
）

に
国
学
院
大
学
に
招
か
れ
、
生
活
の
安
定
に
伴
い
、
沖

縄
（
日
本
の
古
風
俗
を
継
承
し
て
い
る
）
を
は
じ
め
各

地
を
踏
査
し
、
古
代
の
文
学
、
民
俗
、
民
族
に
関
す
る

多
く
の
研
究
成
果
（
論
文
等
）
を
発
表
し
た
。
昭
和
28

年
（
１
９
５
３
）、
67
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
一
生
、
独

身
で
あ
っ
た
。

多
く
の
論
文
等
の
一
つ
に
、『
水
の
女
』
が
あ
る
。

雑
誌
「
民
族
」
の
昭
和
２
年
（
１
９
２
７
）
９
月
号
お

よ
び
翌
年
１
月
号
に
２
回
に
亘
っ
て
発
表
さ
れ
た
。
そ

れ
程
長
い
論
文
で
は
な
い
が
、
そ
も
そ
も
古
文
や
古
文

献
等
を
読
み
解
く
の
が
苦
手
な
筆
者
に
と
っ
て
は
、
自

§
第
２
章

文　

学　

と　

水
（
続
）

折口信夫（昭和24年、62歳）
（出典：新潮日本文学アルバム「折口信夫」）

飛鳥坐神社（甘橿丘より）
（折口信夫の祖父はこの神社の出自
であり、折口家に婿養子に入った）
（出典：新潮日本文学アルバム「折口信夫」）

芸
術
の
世
界
か
ら
見
た
「
水
」
の
風
景
（
第
五
回
）大

　橋

　欣

　治
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分
な
り
の
論
文
の
趣
旨
を
書
く
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ

で
、
比
較
的
分
か
り
や
す
く
解
題
し
た
文
献
（
高
梨
一

美
「
水
の
女　

女
帝
考
」『
折
口
信
夫
必
携
』、
学
燈
社

（
１
９
９
３
））を
そ
の
ま
ま
拝
借
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

「
水
の
女
」
は
聖
水
を
管
理
し
水
の
呪じ
ゅ

術じ
ゅ
つを
ほ
ど
こ

す
巫み

女こ

を
論
じ
て
、
き
さ
き
の
紀
源
を
説
い
た
も
の
で

あ
る
。
古
代
詞
章
は
「
擬
古
文
」
で
あ
り
、
長
い
伝
誦

の
時
を
経
て
古
語
や
死
語
に
対
す
る
合
理
解
を
重
ね
る

と
い
う
立
場
に
た
っ
て
、
古
来
難
解
と
さ
れ
て
き
た
語

「
み
ぬ
ま
」「
み
つ
は
」
の
原
義
を
追
求
す
る
。
そ
れ
は

聖
水
を
管
理
し
、み
そ
ぎ
の
儀
式
を
助
け
る
水
の
女
神
、

水
の
神
の
女
、
す
な
わ
ち
水
の
女
を
意
味
す
る
語
で

あ
っ
た
と
す
る
。

古
代
の
き
さ
き
は
水
界
に
出
自
が
あ
り
、
水
の
神
の

女
で
あ
っ
た
。
き
さ
き
の
聖
職
は
、
天
子
の
誕
生
お
よ

び
そ
れ
と
同
じ
精
神
の
甦
生
・
復
活
・
即
位
に
あ
た
っ

て
、
み
そ
ぎ
に
奉
仕
し
て
、
み
づ
の
を
ひ
も

4

4

4

4

4

4

を
解
き
さ

げ
、
ま
た
結
ぶ
こ
と
に
あ
っ
た
。
聖
水
を
浴
び
、
み
づ

の
を
ひ
も
を
解
い
て
、
長
い
物
忌
み
の
生
活
か
ら
解
放

さ
れ
た
天
子
は
神
の
生
活
に
入
り
、
水
の
女
と
の
間
に

聖
婚
が
行
な
わ
れ
た
。
き
さ
き
は
古
く
は
丹
波
氏
か
ら

出
た
。
丹
波
氏
は
水
の
こ
と
を
司
る
家
筋
で
、
水
の
神

の
資
格
で
そ
の
家
の
女
を
宮
中
に
奉
っ
た
。
の
ち
に
は

藤
原
氏
が
水
に
関
す
る
聖
職
を
も
っ
て
き
さ
き
を
出
し

た
と
す
る
。

そ
れ
か
ら
論
は
、
水
辺
に
さ
し
か
け
た
た
な
で
神
の

来
訪
を
待
つ
た
な
ば
た
つ
め
も
話

4

4

4

4

4

4

4

4

か
ら
、
夏
祭
り
の
性

格
に
進
み
、
成
女
戒
・
成
年
戒
と
物
忌
み
に
及
ん
だ
と

こ
ろ
で
終
っ
て
い
る
。

折
口
の
論
文
は
、
こ
の
よ
う
な
未
完
の
ス
タ
イ
ル
を

と
る
こ
と
が
多
い
が
、
前
後
の
論
文
で
補
完
す
る
試
み

が
な
さ
れ
て
い
る
。
折
口
は
、
こ
の
「
水
の
女
」
の
論

文
発
表
の
前
の
大
正
期
に
、
２
度
の
沖
縄
旅
行
（
昭
和

10
年
に
も
う
一
度
採
訪
）
で
、
古
代
の
女
性
が
神
に
仕

え
る
巫
女
、
す
な
わ
ち
「
神
の
嫁
」
の
生
活
を
持
つ
こ

と
、「
す
で
水
」
の
信
仰
が
根
強
く
あ
る
こ
と
を
採
集

し
た
。
前
者
は
、「
水
の
女
」に
直
結
す
る
も
の
で
あ
る
。

後
者
は
、「
若
水
の
話
」（
昭
和
２
年
？
・
草
稿
）
の
中

で
、
魂
の
復
活
（
誕
生
・
若
返
り
を
含
む
）
を
も
た
ら

す
聖
水
の
信
仰
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
聖
水
信
仰
」

の
問
題
と
「
神
の
嫁
」
の
考
察
が
結
び
つ
い
て
、
聖
水

を
管
理
し
水
の
呪
術
を
ほ
ど
こ
す
巫
女
の
論
︱
「
水
の

女
」
が
成
立
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

「
水
の
女
」
の
主
題
を
継
ぐ
と
し
て
書
か
れ
た
も
の

に
、「
女
帝
考
」（
昭
和
21
年
（
１
９
４
６
））
が
あ
る
。

古
代
に
皇
妃
に
は
二
系
統
が
あ
り
、
他
氏
か
ら
宮
廷
に

入
る
き
さ
き

4

4

4

と
、
王
氏
か
ら
出
る
な
か
つ
す
め
ら
み
こ

4

4

4

4

4

4

4

4

と4

の
並
立
が
あ
っ
た
。
な
か
つ
す
め
ら
み
こ
と
は
宮
廷

の
神
と
天
子
の
中
間
に
立
つ
一
種
の
す
め
ら
み
こ
と
で

あ
る
こ
と
（
１
）、
記
紀
の
古
い
と
こ
ろ
の
天
子
に
は
女

帝
が
相
当
に
混
じ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
（
２
）
を
論
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
両
者
に
は
、

宗
教
的
役
割
を
分
掌
し
て
い
た
と
し
て
い
る
。

柳
田
国
男
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
過
去
の
文
献
に
頼
る

こ
と
を
拒
否
し
て
、
今
も
生
き
つ
づ
け
て
い
る
民
俗
を

採
集
し
、
そ
れ
ら
を
比
較
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
展
開
の
軌
跡
を
探
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
折
口
信
夫
は
、
文
献
資
料
を
用
い
、
古
代
を
指
向

す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、柳
田
は
、

折
口
の
研
究
方
法
を
非
難
し
た
と
い
う
。
そ
れ
で
も
、

折
口
は
、
柳
田
の
門
下
を
離
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と

い
う
。

（
注
）

（
１
）
な
か
つ
す
め
ら
み
こ
と
を
、
男
性
の
天
子
が
欠
位
の

間
位
に
即
く
女
帝
で
、
次
の
天
子
へ
の
中
継
ぎ
の
性
格

を
持
つ
と
い
う
説
が
あ
る
が
、
折
口
は
こ
の
説
は
必
ず

し
も
実
態
を
示
し
て
い
な
い
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。

（
２
）
記
紀
に
は
、
百
年
を
超
え
る
よ
う
な
年
齢
の
天
皇
が

い
る
が
、
こ
れ
は
一
人
の
天
皇
で
は
な
く
、
そ
の
血
統

の
複
数
の
天
皇
、
そ
の
中
に
は
女
帝
も
い
た
と
い
う
考

え
方
の
よ
う
で
あ
る
。

（
引
用
・
参
考
文
献
）

・
折
口
信
夫
全
集
刊
行
会
編
纂
『
折
口
信
夫
全
集
２
』、
中
央
公
論

社
（
１
９
９
５
）

・
岡
野
弘
彦
・
西
村
享
編
『
折
口
信
夫
必
携
』、
学
燈
社
（
１
９
９
３
）

・『
折
口
信
夫
』
新
潮
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム
26
、新
潮
社
（
１
９
８
５
）

（
10
）
治
水
・
利
水
の
物
語

古
代
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
治
水
・
利
水
の
物
語

は
綴
ら
れ
て
き
た
。
古
代
の
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』

に
も
、
そ
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
第
10
代
・
崇
神

天
皇
（
前
１
世
紀
頃
）
の
項
に
、
古
事
記
に
は
、「
こ

の
御
世
に
、
依よ
さ

網み
の

池い
け

を
作
り
、
ま
た
軽か
る

の
酒さ
か

折お
り
の

池い
け

を

作
り
き
」
と
、
日
本
書
紀
に
は
、「
農
な
り
わ
いは
天
下
の
大
な

る
本も
と

な
り
。
民
の
恃た
の

み
て
以
て
生
く
る
所
な
り
。
今
河

内
狭
山
の
埴は
に

田た

少
な
し
。
是
を
以
て
其
の
国
の
百
姓
農

事
に
怠お
こ
たれ
り
。
其
れ
多
に
池う
な
て溝
を
開ほ

り
て
、
以
て
民
の

業
を
寛ひ
ろ

め
よ
。
…
依
網
池
、
苅か
り

坂さ
か
の

池い
け

、
反さ
か

折お
り
の

池い
け

を
作

る
」
と
あ
る
。
以
降
の
天
皇
は
、
池
溝
や
堤
、
開
拓
を

積
極
的
に
行
い
、
農
作
物
の
拡
大
・
安
定
（
ひ
い
て
は

朝
廷
の
財
政
の
拡
大
・
安
定
）
と
民
の
生
計
が
成
り
立

つ
よ
う
に
取
り
計
ら
っ
た
。
こ
の
時
代
に
建
設
さ
れ
た

も
の
の
中
で
、「
狭
山
池
」
の
よ
う
に
、
何
回
も
改
修



40土地改良　285号

さ
れ
な
が
ら
、
今
日
も
使
わ
れ
て
い
る
池
溝
も
あ
る
。

ま
た
、
最
近
、
日
本
書
紀
の
履
中
天
皇
の
時
代
（
５
世

紀
頃
）
に
築
造
さ
れ
た
「
磐い
わ
れ
い
け

余
池
」
と
思
わ
れ
る
護
岸

跡
が
発
見
さ
れ
た
と
い
う
報
道
が
あ
っ
た
。
一
方
、
７

世
紀
に
は
、「
条
里
制
」
の
耕
地
整
理
を
行
い
、
公
地

公
民
に
よ
る
租
税
収
入
の
安
定
化
を
図
る
こ
と
が
行
な

わ
れ
た
が
、
生
産
意
欲
を
高
め
る
た
め
に
開
墾
地
の
一

部
私
有
地
化
に
踏
み
切
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
ま

た
、
８
世
紀
初
め
に
は
、
僧
・
行
基
な
ど
に
よ
る
灌
漑

溝
、
道
や
橋
な
ど
の
普
請
の
指
導
が
行
な
わ
れ
た
。

８
世
紀
末
の
平
安
時
代
以
降
も
、
地
方
貴
族
や
豪
族

に
よ
る
開
墾
や
灌
漑
事
業
が
活
発
に
行
な
わ
れ
、
そ
れ

ら
が
「
荘
園
化
」
す
る
一
方
で
、
有
力
豪
族
が
源
氏
・

平
家
に
代
表
さ
れ
る
武
士
団
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

９
世
紀
前
期
に
は
、
弘
法
大
師
・
空
海
に
よ
る
讃
岐
の

「
満
濃
池
」（
も
と
も
と
は
８
世
紀
初
頭
に
構
築
さ
れ
た
）

の
改
修
、
吉
備
の
湛
井
堰
（
十
二
ヶ
郷
用
水
）
の
修
築

な
ど
が
行
な
わ
れ
た
。

12
世
紀
末
の
鎌
倉
幕
府
の
成
立
前
後
か
ら
、
守
護
地

頭
、
新
興
豪
族
に
よ
る
領
国
経
営
の
一
環
と
し
て
、
開

墾
、
干
拓
、
灌
漑
な
ど
の
工
事
が
一
層
進
め
ら
れ
た
。

今
日
も
残
さ
れ
て
い
る
農
業
土
木
遺
産
の
萌
芽
は
、
こ

の
中
世
（
鎌
倉
～
室
町
幕
府
の
時
代
）
に
あ
る
も
の
が

結
構
多
い
。
そ
の
一
方
で
、「
一
所4

懸
命
」
と
い
う
言

葉
が
あ
る
よ
う
に
、
領
地
の
境
界
や
灌
漑
用
水
な
ど
を

巡
っ
て
の
争
い
も
絶
え
ず
、
調
停
役
と
し
て
の
幕
府
の

権
威
の
衰
え
と
と
も
に
、
戦
国
大
名
が
勃
興
し
、
戦
国

騒
乱
の
時
代
に
突
入
し
た
。

戦
国
大
名
は
、
戦
力
を
高
め
る
た
め
領
民
と
領
地
の

確
保
に
努
め
、
今
ま
で
開
発
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
河

川
平
野
部
の
開
発
（
治
水
、
開
墾
・
干
拓
、
灌
漑
・
排

水
等
）
が
積
極
的
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

の
戦
国
時
代
を
統
一
し
た
豊
臣
秀
吉
は
、太
閤
検
地（
文

禄
検
地
、
１
５
８
９
～
９
８
年
）
を
実
施
し
、
全
国
の

土
地
の
測
量
と
石
高
の
量
定
を
行
な
う
と
と
も
に
、
地

方
行
政
制
度
（
国
︱
郡
︱
村
）
の
確
立
、
兵
農
分
離
の

狭山池の堤体断面図
（平成の大改修に当って切り取られたもの）

（出典：狭山池博物館、撮影：筆者）

古代における池溝の築造（記紀に記載のあるもの）
（出典：古事記・日本書紀）

天皇名（在任年） 古 事 記 日 本 書 紀

第 10 代・崇神天皇（前１世紀頃） 依網池（河内）、酒折池（大和） 依網池、苅坂池（大和）、
反折池（大和）

第 11 代・垂仁天皇
（前１～後１世紀頃）

血沼池（河内）、狭山池（河内）、
高津池（河内）、市師池（大和）、
軽池（大和）

高石池（河内）、茅渟池（河内）、
狭城池（大和）、迹見池（大和）

第12代・景行天皇（１～２世紀頃） 坂手池（大和） 坂手池

第 14 代・仲哀天皇（２世紀頃） 裂田溝

第15代・応神天皇（３～４世紀頃） 剣池（大和）、百済池（大和） 韓人池（大和）、剣池、軽池、
鹿垣池（大和）、厩坂池（大和）

第 16 代・仁徳天皇（４世紀頃）
茨田堤（河内）、丸邇池（河内）、
依網池、難波の堀江（河内）、
小椅江（河内）、墨江の津（河内）

難波の堀江、茨田堤、栗隈大溝
（山背）、和珥池（河内）、横野
堤（河内）、感玖大溝（河内）

第 17 代・履中天皇（５世紀頃） 磐余池（大和）、石上溝（大和）

第 33 代・推古天皇（592 ｰ 628）

高市池（大和）、藤原池（大和）、
肩岡池（大和）、菅原池（大和）、
栗隈大溝、戸刈池（河内）、
依網池、掖上池（大和）、
畝傍池（大和）、和珥池（大和）

「磐余池の護岸跡？」の発見報道
（出典：日本経済新聞2013. ２. ８）

満濃池
（上部に土堰堤（やや上流部にカーブしたアーチ式））

（出典：満濃池土地改良区「満濃池」）
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実
施
な
ど
を
断
行
し
た
。
そ
の
秀
吉
に
よ
っ
て
、
関
東

に
移
封
さ
れ
た
徳
川
家
康
は
、
豊
臣
方
を
打
倒
し
、
17

世
紀
初
頭
に
江
戸
幕
府
を
開
い
た
。
徳
川
家
は
、
江
戸

を
核
に
関
東
平
野
の
新
田
開
発
（
農
地
開
発
、
干
拓
も

含
む
）、
治
水
･
利
水
を
積
極
的
に
進
め
、
政
治
的
・

経
済
的
な
基
盤
を
確
立
し
た
。
同
時
に
、
各
藩
に
お
い

て
も
、
経
済
的
な
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
、
同
じ
よ
う

な
農
業
土
木
事
業
を
盛
ん
に
行
な
っ
た
。
中
で
も
、
二

宮
尊
徳
に
よ
る
小
田
原
藩
の
酒
匂
川
の
治
水
・
利
水
対

策
や
「
桜
町
仕
法
」（
小
田
原
藩
分
家
の
現
栃
木
県
二

宮
町
の
桜
町
領
に
お
け
る
農
業
土
木
事
業
の
実
施
と
財

政
再
建
策
）
は
現
在
で
も
報
徳
思
想
と
し
て
語
り
継
が

れ
て
い
る
。
同
時
に
、
江
戸
時
代
３
０
０
年
弱
に
亘
っ

て
大
き
な
内
乱
も
な
く
、
天
下
が
泰
平
で
あ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
全
国
的
に
耕
地
面
積
お
よ
び
人
口
数
は
急
増

し
た
。
現
在
の
主
要
な
農
業
水
利
の
体
系
は
、
こ
の
戦

国
期
か
ら
江
戸
期
に
確
立
し
た
と
い
え
る
。

19
世
紀
後
期
か
ら
の
明
治
維
新
後
も
、
安
積
疏
水
・

那
須
疏
水
・
明
治
用
水
の
３
大
疏
水
事
業
に
代
表
さ
れ

る
農
業
水
利
開
発
、
新
田
開
発
、
耕
地
整
理
な
ど
に
積

極
的
に
取
組
み
、
産
業
・
農
業
振
興
に
力
を
入
れ
、
わ

が
国
の
近
代
化
に
成
功
し
た
。
し
か
し
、
20
世
紀
の
中

期
に
、
対
外
的
な
膨
張
政
策
に
対
す
る
、
欧
米
諸
国
か

ら
の
干
渉
を
受
け
、
１
９
４
１
年
に
は
太
平
洋
戦
争
を

引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
戦
争
で
の
壊
滅
的

な
敗
北
に
よ
っ
て
、
国
土
は
荒
廃
し
、
食
べ
物
に
も
事

欠
く
状
況
で
あ
っ
た
。
日
本
の
民
主
化
政
策
の
象
徴
で

あ
る
農
地
改
革
、緊
急
な
食
糧
増
産
対
策
（
緊
急
開
拓
、

耕
地
整
理
、
農
業
水
利
開
発
等
）、
治
山
治
水
対
策
を

実
施
し
、
戦
後
の
経
済
の
復
興
・
安
定
、
さ
ら
に
は
高

度
経
済
成
長
を
成
し
遂
げ
た
。
そ
の
一
方
で
、
耕
地
面

積
は
、
１
９
６
０
年
代
の
６
０
０
万
ha
を
ピ
ー
ク
に
、

都
市
化
の
進
展
に
よ
っ
て
急
減
し
、
21
世
紀
初
頭
に
は

５
０
０
万
ha
を
下
回
り
、
食
料
の
国
内
自
給
率
（
供
給

カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）
も
40
％
前
後
に
落
ち
、
人
口
も
減

少
化
と
高
齢
化
が
進
み
つ
つ
あ
る
。

こ
れ
か
ら
は
、
国
家
の
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
も
、

耕
地
面
積
お
よ
び
意
欲
あ
る
農
業
者
の
確
保
、
高
い
農

業
技
術
力
の
維
持
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
戦

後
特
に
莫
大
な
投
資
を
し
た
農
業
水
利
施
設
の
維
持
・

更
新
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
大
き
な
治
水
・
利
水
の
歴
史
の
中
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
ご
と
に
古
く
か
ら
「
治
水
・
利
水
」

に
関
す
る
地
誌
や
郷
土
史
、
古
文
書
を
有
し
て
い
る
。

ま
た
、
近
年
、
地
域
ご
と
の
「
○
○
用
水
史
」、
都
道

府
県
の
「
土
地
改
良
史
」
な
ど
が
編
纂
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、「
水
」
を
題
材
と
し
た
近
代
の
文
学
作
品
（
単

な
る
歴
史
書
で
は
な
く
、
そ
こ
に
登
場
す
る
人
物
の
心

の
機
微
や
行
動
、
思
想
的
な
背
景
な
ど
を
取
り
扱
っ
た

書
）
は
少
な
い
も
の
の
、
筆
者
が
眼
に
し
た
戦
後
に
出

版
さ
れ
た
作
品
を
紹
介
し
た
い
。

［
１
］
溝
口
三
郎
編
『
水
利
史
談
』

本
著
『
水
利
史
談
』（
雄
鶏
社
、
１
９
４
６
）
を
文

学
作
品
と
し
て
扱
う
に
し
て
は
抵
抗
感
が
あ
る
が
、
筆

者
が
凡
そ
半
世
紀
前
に
大
学
で
農
業
土
木
学
を
専
攻

し
、
農
林
水
産
省
に
入
省
し
農
業
土
木
技
術
者
と
し
て

歩
み
始
め
た
頃
、
神
田
神
保
町
の
古
書
店
で
目
に
し
て

手
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
故
に
愛
着
の
あ
る
書

で
あ
る
こ
と
か
ら
、強
い
て
取
り
上
げ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
書
は
、
全
国
の
22
の
農
業
水
利
事
業
（
開
墾
事
業

を
含
む
）
を
取
り
上
げ
、
そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し

た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
付
属
と
し
て
著
者
が
関
係
し

た
「
三
本
木
原
開
墾
記
」
を
記
し
た
も
の
に
あ
る
。
著

者
が
水
利
史
談
と
し
て
取
り
上
げ
た
22
の
事
業
は
、
以

下
の
よ
う
で
あ
る
。
①
堰
の
人
柱
・
太
郎
左
衛
門
安
高

人口・農地・稲作の推移
（出典：水土を拓く）
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（
青
森
県
）、②
津
軽
藩
の
水
利
開
墾
事
業
（
青
森
県
）、

③
庄
内
米
と
青
鞍
の
堰
（
山
形
県
）、
④
戸
の
口
用
水

堰
と
飯
盛
山
の
弁
天
洞
穴
（
福
島
県
）、
⑤
小
川
江
堰

開
墾
と
義
人
勘
兵
衛
（
福
島
県
）、
⑥
西
根
神
社
・
祭

神
二
柱
の
事
（
福
島
県
）、
⑦
渡
良
瀬
川
岡
登
用
水
と

景
能
の
自
刃
（
群
馬
県
）、
⑧
見
沼
代
用
水
開
鑿
と
井

沢
弥
惣
兵
衛
（
埼
玉
県
、東
京
都
）、⑨
坂
川
治
水
記
（
千

葉
県
）、
⑩
干
潟
八
万
石
開
発
の
由
来
（
千
葉
県
）、
⑪

手
賀
の
浦
新
田
開
発（
千
葉
県
）、⑫
三
郎
堰
の
築
造（
長

野
県
）、
⑬
一
命
と
代
へ
た
馬
堀
用
水
（
新
潟
県
）、
⑭

蘆
湖
水
神
社
の
由
来
（
静
岡
県
）、
⑮
武
人
の
開
い
た

寺
谷
用
水（
静
岡
県
）、⑯
藩
候
と
開
墾
事
業（
三
重
県
）、

⑰
千
貫
崎
大
磐
石
の
開
鑿
（
京
都
府
）、
⑱
義
忠
居
士

大
梶
七
兵
衛
朝
泰
（
島
根
県
）、
⑲
四
人
の
血
盟
、
箸

蔵
養
水
を
開
く
事
（
徳
島
県
）、⑳
五
荘
屋
の
偉
業
（
福

岡
県
）、
㉑
平
蔵
祭
の
由
来
（
熊
本
県
）、
㉒
八
幡
鶴
市

神
社
縁
記
（
大
分
県
）。

こ
れ
ら
の
農
業
水
利
の
史
談
の
中
に
は
、
後
に
作
家

が
題
材
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ

ら
の
22
の
水
利
史
談
は
、
い
ず
れ
も
短
編
小
説
の
よ
う

で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
今
日
ま
で
語
り
継
が
れ

て
い
る
物
語
で
あ
る
。
そ
こ
に
共
通
し
て
流
れ
て
い
る

思
想
は
、
貧
し
い
農
民
の
困
窮
を
少
し
で
も
救
う
た
め

に
、
農
業
水
利
と
開
墾
の
開
発
に
、
義
侠
心
と
犠
牲
の

精
神
で
立
ち
向
か
っ
た
人
々
が
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ

し
て
、
今
日
の
農
業
水
利
や
耕
地
（
水
田
・
畑
地
）
の

開
墾
は
、
す
べ
て
の
地
域
・
事
業
に
お
い
て
、
こ
れ
ら

の
史
談
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ

ぞ
れ
の
歴
史
の
積
み
上
げ
の
上
で
成
り
立
っ
て
い
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
著
者
（
溝
口
三
郎
、
号
雨
邨
）
は
、
農
業
土

木
技
術
者
で
あ
り
、
戦
後
の
農
林
省
開
拓
局
の
初
代
・

耕
地
課
長
を
勤
め
た
人
と
聞
い
て
お
り
、『
開
拓
論
』『
土

地
改
良
』（
い
ず
れ
も
雄
鶏
社
）
を
発
表
し
て
い
る
。

ま
た
、
歴
史
的
・
文
化
的
な
「
水
」
お
よ
び
「
農
業

水
利
」
に
関
す
る
資
料
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の

が
挙
げ
ら
れ
る
。

❖
環
境
省
『
名
水
百
選
』（
１
９
８
５
）（
日
本
の
水
を

き
れ
い
に
す
る
会
編
集
『
名
水
百
選
』
ぎ
ょ
う
せ
い

（
１
９
８
５
））

❖
農
業
土
木
歴
史
研
究
会
編
著
『
大
地
へ
の
刻
印
』
公

共
事
業
通
信
社
（
１
９
８
８
）

❖
㈳
農
村
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
（
現
・
地
域
環
境
資
源

セ
ン
タ
ー
）
編
『
水
利
遺
構
の
調
査
研
究
（
中
間
報

告
書
）』（
１
９
９
６
）

❖
「
水
土
を
拓
い
た
人
び
と
」
編
集
委
員
会
・
㈳
農
業

土
木
学
会
編
『
水
土
を
拓
い
た
人
び
と
』
農
業
土
木

学
会
（
１
９
９
９
）

❖ 

「
水
土
を
拓
く
」
編
集
委
員
会
・
㈳

農
業
農
村
工
学
会
編
『
水
土
を
拓
く

︱
知
の
連
環
︱
』
農
山
漁
村
文
化
協

会
（
２
０
０
９
）

❖ 

農
林
水
産
省
／
水
土
里
ネ
ッ
ト
『
疏

水
名
鑑
・
疏
水
百
選
』（
２
０
０
６
）

（
林
良
博
監
修
『
心
や
す
ら
ぐ
日
本

の
風
景
・
疏
水
百
選
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書

（
２
０
０
７
））

❖
㈳
土
地
改
良
建
設
協
会
編
・
安
斎
忠
雄
著
『
農
業
土

木
遺
産
を
訪
ね
て
』（
２
０
０
８
）

（
引
用
・
参
考
文
献
）

・
溝
口
三
郎
編
『
水
利
史
談
』、
雄
鶏
社
（
１
９
４
８
）

［
２
］
タ
カ
ク
ラ
・
テ
ル
『
箱
根
用
水
』

タ
カ
ク
ラ
・
テ
ル
（
高
倉
輝
、
１
８
９
１
～
１
９
８

６
）
は
、
戦
前
か
ら
の
マ
ル
ク
ス
主
義
者
で
あ
り
、
特

に
労
農
運
動
に
関
係
し
た
人
物
で
あ
り
、
戦
前
か
ら
何

度
も
獄
中
生
活
を
送
っ
た
。
農
業
・
農
村
問
題
に
係
わ

る
中
で
、
水
利
問
題
が
政
治
的
・
経
済
的
・
科
学
的
に

重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
と
い
う
。
そ
の
勉
強
中

に「
箱
根
用
水
」（
深
良
用
水
と
も
い
う
）に
ぶ
つ
か
り
、

戦
時
中
に
そ
の
調
査
を
行
い
、昭
和
18
年（
１
９
４
３
）、

「
中
央
公
論
」
に
「
箱
根
用
水
の
話
」
を
連
載
し
た
。

戦
後
、
日
本
共
産
党
に
入
党
し
た
が
、
公
職
追
放
さ
れ

た
の
を
機
に
、
長
編
『
箱
根
用
水
』（
理
論
社
、
１
９

５
１
）
を
書
き
上
げ
た
。

『
箱
根
用
水
』
は
、
箱
根
・
芦
の
湖
（
神
奈
川
県
）

の
水
を
、
駿
河
・
深ふ
か

良ら

村
（
現
・
裾
野
市
）
を
中
心
と

す
る
地
域
に
、
箱
根
連
峰
を
ト
ン
ネ
ル
で
開
削
し
導
水

す
る
と
と
も
に
、新
田
開
発
を
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
事
業
は
、
江
戸
の
商
人
・
友と
も

野の

与よ

右え

衛も

門ん

が
中
心

に
な
っ
て
、
幕
府
や
藩
の
力
を
借
り
る
こ
と
な
く
、
資

金
は
同
じ
町
人
か
ら
援
助
を
受
け
、
工
事
は
深
良
村
の

名
主
・
大お
お

庭ば

源げ
ん

之の

丞じ
ょ
うと
付
近
の
名
主
・
農
民
の
力
に
よ
っ

て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
導
水
ト
ン
ネ
ル
は
、
長
さ

１
２
８
０
ｍ
、
標
高
差
９
・
８
ｍ
を
、
芦
の
湖
の
西
の

湖う
み

尻じ
り

お
よ
び
深
良
村
の
双
方
か
ら
掘
削
し
、
江
戸
時
代

の
寛
文
年
間
（
１
６
７
０
年
）
に
完
成
さ
せ
て
い
る
。

工
事
に
掛
っ
た
費
用
は
、
７
３
０
０
余
両
と
い
わ
れ
て

八幡鶴市神社縁起
（大分・宇佐の大井手堰の改
修工事で人柱となった鶴女
と息子市太郎の図）

（出典：水利史談・口絵）



43 土地改良　285号

い
る
。
当
時
は
、
全
く
の
手
掘
り
工
事
で
あ
り
、
金
槌

と
ノ
ミ
、
モ
ッ
コ
な
ど
を
使
っ
た
も
の
で
あ
り
、
途
中

固
い
岩
盤
な
ど
に
ぶ
つ
か
っ
た
時
は
迂
回
さ
せ
る
な
ど

曲
が
り
く
ね
っ
た
ト
ン
ネ
ル
工
事
で
あ
っ
た
。し
か
し
、

双
方
か
ら
掘
り
進
ん
で
、
そ
の
落
差
は
わ
ず
か
１
ｍ
で

あ
っ
た
。
今
で
は
２
ｍ
の
窪
み
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
流
水
の
勢
い
を
弱
め
る
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
と

い
う
。
当
時
、
既
に
高
い
水
準
の
測
量
、
施
工
技
術
を

持
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

芦
の
湖
の
水
は
、
箱
根
権
現
（
箱
根
神
社
）
の
支
配

下
に
あ
り
、
聖
な
る
水
、
龍
神
の
湖
と
し
て
崇
め
ら
れ

て
い
た
。
そ
の
聖
水
を
流
域
外
に
分
水
す
る
こ
と
は
、

当
時
で
も
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
当
時
の
箱
根
権
現
の
別
当
・
快
長
僧
正
は
、

度
量
の
大
き
い
人
で
、
大
庭
源
之
丞
達
の
分
水
計
画
に

理
解
を
示
し
、寺
社
奉
行
を
説
得
し
て
く
れ
た
。
一
方
、

箱
根
用
水
の
受
益
地
で
、
新
田
開
発
の
対
象
と
な
る
地

域
は
、天
領
（
沼
津
代
官
の
支
配
下
）
で
１
０
０
０
石
、

御み

厨く
り
や

領（
小
田
原
藩
、当
時
の
藩
主
は
春
日
局
の
息
子
・

稲
葉
正
勝
）
で
７
０
０
０
石
、
計
８
０
０
０
石
の
畑
か

ら
田
圃
に
切
り
替
え
る
「
畑
成
田
」
お
よ
び
新
た
な
水

田
開
発
を
行
な
う
も
の
で
あ
り
、
天
領
、
御
厨
領
と
も

増
石
に
な
る
旨
い
話
で
あ
っ
た
。
水
不
足
で
ア
ワ
や
ヒ

エ
な
ど
で
か
ろ
う
じ
て
飢
え
を
凌
い
で
い
た
深
良
村
お

よ
び
付
近
の
村
々
に
と
っ
て
は
、
稲
作
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
は
夢
で
あ
っ
た
し
、
工
事
期
間
中
の
日
銭

収
入
は
魅
力
的
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
で
も
っ
て
、
箱
根
用
水
は
完
成
し

た
が
、
総
元
締
め
の
友
野
与
右
衛
門
は
普
請
費
用
の
金

策
や
農
民
か
ら
の
水
料
の
徴
収
に
も
苦
労
し
な
が
ら
、

最
後
は
悲
惨
な
最
期
を
遂
げ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
箱

根
用
水
の
恩
恵
を
受
け
た
農
民
達
は
、
正
徳
元
年
（
１

７
１
１
）
に
駿
河
の
上
土
狩
村
惣
ヶ
原
の
地
に
、「
水

仁
の
碑
」
を
建
立
し
、
友
野
ら
５
人
の
元
締
め
の
霊
を

祭
っ
た
。
明
治
時
代
に
入
っ
て
、
そ
の
地
に
「
芦
湖
水

神
社
」
が
創
建
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、箱
根
神
社
に
は
、

文
化
元
年
（
１
８
０
４
）
に
水
恩
感
謝
の
象
徴
で
あ
る

石
灯
籠
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

明
治
時
代
に
入
っ
て
、
芦
の
湖
の
水
を
巡
っ
て
、
箱

根
仙
石
原
の
住
民
と
、
箱
根
用
水
懸
か
り
の
用
水
組
合

と
が
、
裁
判
で
争
う
、
所
謂
「
逆さ
か

川が
わ

事
件
」
が
起
こ
っ

た
。
結
果
は
、
用
水
組
合
側
が
勝
訴
し
た
。
し
か
し
、

芦
の
湖
が
箱
根
権
現
の
所
領
か
ら
神
奈
川
県
に
管
理
権

が
委
ね
ら
れ
る
に
伴
っ
て
、
水
利
権
や
箱
根
用
水
の
取

入
口
（
湖
尻
水
門
）
の
改
修
な
ど
を
巡
っ
て
の
対
立
は

激
化
し
て
い
る
。

こ
の
「
箱
根
用
水
」
は
、
深
良
村
の
名
主
・
大
庭
源

之
丞
と
江
戸
の
商
人
・
友
野
与
右
衛
門
の
熱
意
に
よ
っ

て
完
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
風
に
い
え
ば
、「
町

人
普
請
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
特
色
が
あ
る
。
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箱根用水取入れ口
（芦の湖・湖尻）（1970年頃）

（出典：箱根用水）

霊峰富士山と芦の湖・箱根神社鳥居
（出典：箱根用水と宝暦治水物語）


